
・陳旧性脳梗塞、高次脳機能障害、認知症で加療中の 80 歳代の患者。死亡時画像診断
（Ai） 無、解剖 無。

・転倒・転落歴 有。抗血小板薬、抗精神病薬、抗うつ薬内服中。意思疎通困難。

・転倒・転落リスク評価 実施。予防対策として、4 点柵を使用、ベッド柵に鈴を装着。

・入院 24 日目の夕方に病室の入り口で座位になっている状態で発見。声掛けに反応あ
り、 指示動作は可能。右耳前に擦過傷、右後頭部に血腫あり。その後、嘔気出現し、
CT 実施。 急性硬膜下血腫と診断。CT 後に意識レベル低下あり、転倒・転落翌日死亡。

＜事例概要＞

事例6

提言第9号　入院中に発生した転倒・転落による頭部外傷に係る死亡事例の分析


